
愛
知
県
機
械
工
具
商
業
協
同
組
合
（
理
事
長
�
水
谷
隆
彦
氏
・
ミ
ズ
タ
ニ
機
販
社

長
）
は
、
８
月
９
日
午
後
４
時
３０
分
よ
り
名
古
屋
市
中
区
の
東
京
第
一
ホ
テ
ル
錦
で
、

理
事
ら
２１
名
が
出
席
し
て
理
事
会
を
開
催
し
た
。
理
事
会
で
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
２
」
が
目
標
の
３
万
人
を
大
き
く
上
回
る
４
万
１
８
８
０
人
の

来
場
者
を
迎
え
盛
況
裡
に
終
了
、
出
展
者
か
ら
も
高
評
価
を
得
ら
れ
た
と
報
告
。
ま

た
、
「
メ
カ
ト
ロ
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
）
２
０
２
３
」
の
出
展
者
募
集
を
１１

月
よ
り
開
始
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

水
谷
理
事
長
の
挨
拶
の

後
、
理
事
長
を
議
長
に
議
案

審
議
が
行
わ
れ
た
。

「
組
合
員
・
賛
助
会
員
数

の
状
況
」
に
つ
い
て
、
４
月

１
日
現
在
、
組
合
員
２
２
１

社
・
賛
助
会
員
１
０
５
社
と

事
務
局
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

同
理
事
会
に
て
、
テ
ヅ
カ
名

古
屋
営
業
所
（
名
古
屋
市
中

区
古
渡
町
）
の
組
合
員
加
入

お
よ
び
ア
イ
ル
（
名
古
屋
市

中
区
錦
）
の
賛
助
会
員
加
入

を
承
認
、
ま
た
加
入
折
衝
中

や
加
入
意
向
を
示
し
て
い
る

企
業
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

６
月
３０
日
〜
７
月
２
日
に

ア
イ
チ
・
ス
カ
イ
・
エ
キ
ス

ポ
で
開
催
さ

れ
た
「
ロ
ボ

ッ
ト
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ジ
ャ

パ
ン
２
０
２

２
」
の
報
告

が
、
森
田
乾

嗣
実
行
委
員

長
（
組
合
副

理
事
長
、
モ

リ
タ
社
長
）

よ
り
行
わ
れ

た
。
開
催
規

模
２
０
２
社

・
団
体
／
１

０
９
６
小

間
、
組
合
関
係
出
展
者
５５
社

／
２
６
４
小
間
。
３
日
間
の

来
場
者
数
は
４
万
１
８
８
０

人
に
上
っ
た
。

初
日
は
、
午
前
９
時
３０
分

か
ら
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開

催
さ
れ
、
同
組
合
関
係
役
員

も
揃
っ
て
出
席
し
た
。
午
前

１０
時
に
入
場
が
開
始
さ
れ
た

が
、
既
に
各
ゾ
ー
ン
の
入
口

に
は
長
い
列
が
続
き
開
会

早
々
に
賑
わ
い
が
見
ら
れ

た
。
初
の
開
催
と
い
う
こ
と

で
様
子
を
見
る
た
め
に
出
展

し
た
メ
ー
カ
ー
や
商
社
か
ら

は
、
想
像
以
上
の
来
場
者
数

に
早
く
も
次
回
展
に
向
け
出

展
小
間
数
の
見
直
し
を
検
討

す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
、
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
。
一
方

で
、
駐
車
場
の
入
出
庫
の
混

雑
や
食
事
会
場
、
来
場
者
の

休
憩
ス
ペ
ー
ス
な
ど
受
け
入

れ
側
の
施
設
に
は
多
く
の
課

題
が
残
っ
た
と
し
た
。

同
展
報
告
会
を
８
月
２２
日

開
催
し
、
組
合
窓
口
の
出
展

者
お
よ
び
実
行
委
員
、
組
合

役
員
が
一
堂
に
会
し
次
回
展

に
向
け
た
課
題
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
交
換
す
る
（
関
連

記
事
６
面
）
。

来
年
１０
月
１８
〜
２１
日
に
開

催
予
定
の
「
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
２
０

２
３
」
に
つ
い
て
、
高
田
研

至
実
行
委
員
長
（
組
合
副
理

事
長
、
井
高
社
長
）
が
説

明
。
会
場
は
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ

な
ご
や
の
新
第
１
展
示
館
、

第
２
展
示
館
、
第
３
展
示
館

の
全
館
を
使
用
す
る
。
出
展

受
付
開
始
は
１１
月
１
日
。

出
展
者
募
集
に
あ
た
り
、

主
催
者
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
社
と
８
月
８
日

に
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
を
実

施
。
新
第
１
展
示
館
の
竣
工

（
２
０
２
２
年
１０
月
）
に
伴

い
会
場
使
用
料
が
大
幅
に
値

上
げ
さ
れ
た
た
め
、
小
間
出

展
料
を
改
定
し
従
来
の
１
小

間
（
税
別
）
２６
万
円
か
ら
３１

万
円
に
値
上
げ
す
る
。
各
館

の
小
間
の
振
分
け
等
に
つ
い

て
は
関
係
者
の
意
見
を
ま
と

め
今
後
具
体
化
す
る
と
し

た
。
３
館
合
わ
せ
た
展
示
面

積
は
従
来
の
約
３
万
３
０
０

０
㎡
か
ら
、
新
第
１
展
示
館

の
使
用
で
約
４
万
㎡
に
拡
大

す
る
た
め
、
開
催
規
模
を
２

０
０
０
〜
２
２
０
０
小
間
程

度
と
想
定
。
新
規
出
展
者
や

展
示
面
積
枠
の
関
係
で
出
展

を
控
え
て
い
た
企
業
の
掘
り

出
し
に
注
力
す
る
。

展
示
会
事
業
は
従
来
通
り

実
行
委
員
会
を
設
置
し
て
出

展
者
の
勧
誘
に
取
り
組
む
。

第
１
回
実
行
委
員
会
を
１０
月

７
日
に
開
催
予
定
。

「
青
年
部
令
和
４
年
度
通

常
総
会
」
の
報
告
が
、
服
部

嘉
高
青
年
部
副
部
長
（
服
部

商
会
社
長
）
よ
り
行
わ
れ

た
。
７
月
１
日
に
東
京
第
一

ホ
テ
ル
錦
で
開
催
さ
れ
、
３８

名
が
出
席
。
コ
ロ
ナ
感
染
を

避
け
る
た
め
組
合
本
部
役
員

の
臨
席
は
見
合
わ
せ
た
。
青

年
部
は
コ
ロ
ナ
禍
の
２
年
間

活
動
を
休
止
し
て
お
り
、
総

会
は
２
年
ぶ
り
の
開
催
。
今

年
度
の
事
業
計
画
案
お
よ
び

予
算
案
を
審
議
し
た
。
事
業

計
画
で
は
、
恒
例
の
キ
ャ
ン

プ
、
バ
ス
ツ
ア
ー
は
感
染
防

止
の
た
め
開
催
を
見
合
わ
せ

る
と
し
た
が
、
感
染
リ
ス
ク

を
避
け
た
新
た
な
福
利
厚
生

事
業
の
企
画
を
検
討
す
る
と

し
た
。
ま
た
、
恒
例
の
親
睦

事
業
に
つ
い
て
は
従
来
通
り

積
極
的
に
実
施
す
る
方
向
で

意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。
総
会

終
了
後
は
着
席
形
式
で
懇
親

会
を
開
催
し
た
。

「
第
８１
回
組
合
野
球
大

会
」
の
経
過
に
つ
い
て
、
野

崎
憲
昭
福
利
厚
生
部
長
（
常

磐
精
機
社
長
）
が
報
告
し

た
。
同
大
会
は
７
月
２３
日
を

終
え
て
、
全
２４
試
合
中
１２
試

合
（
Ａ
ゾ
ー
ン
７
試
合
、
Ｂ

ゾ
ー
ン
５
試
合
）
を
執
り
行

っ
た
。
８
月
は
熱
中
症
を
避

け
る
た
め
一
時
中
断
し
、
９

月
１７
日
か
ら
再
開
す
る
。
今

回
も
試
合
調
整
が
難
航
し
進

行
は
遅
れ
て
い
る
が
、
年
内

終
了
を
目
指
し
進
行
す
る
。

「
第
４８
回
組
合
親
善
ゴ
ル

フ
」
に
つ
い
て
は
、
日
程
・

会
場
な
ど
要
望
事
項
を
確
認

し
、
１１
月
１５
日
を
第
一
候
補

と
し
て
会
場
選
定
に
あ
た
る

こ
と
と
し
た
。

「
２
０
２
２
年
度
全
機
工

連
通
常
総
会
」
の
報
告
が
、

水
谷
理
事
長
よ
り
行
わ
れ

た
。
６
月
２３
日
に
ト
ラ
ス
コ

中
山
東
京
本
社
会
議
室
で
開

催
さ
れ
、
提
出
議
案
は
い
ず

れ
も
原
案
通
り
承
認
可
決
さ

れ
た
。
２
０
２
２
年
度
事
業

で
は
、
全
機
工
連
の
統
一
テ

ー
マ
と
し
て
「
Ｄ
Ｘ
の
推

進
」
を
発
表
し
、
各
企
業
で

具
体
化
を
目
指
す
と
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
１０
月
に
予
定

し
て
い
た
全
国
大
会
（
愛
知

大
会
）
は
、
コ
ロ
ナ
収
束
が

不
透
明
な
た
め
１
年
延
期
し

て
２
０
２
３
年
１０
月
に
開
催

す
る
。
（
全
機
工
連
通
常
総

会
記
事
９
月
４
・
１１
日
号
で

既
報
）

「
全
機
工
連
愛
知
大
会
」

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
水
谷

理
事
長
が
説
明
し
た
。
⑴
開

催
は
２
０
２
３
年
１０
月
を
予

定
。
⑵
愛
知
大
会
実
行
委
員

会（
三
役
・
常
任
理
事
）の
日

程
は
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
踏

ま
え
決
定
す
る
。
⑶
当
面
は

大
会
の
テ
ー
マ
、
開
催
要
項

を
ま
と
め
大
会
要
項
に
沿
っ

て
組
織
を
編
成
し
役
割
分
担

等
小
委
員
会
を
設
置
す
る
。

⑷
開
催
要
項
（
案
）
①
式
典

②
講
演
会
③
講
演
テ
ー
マ
を

課
題
に
し
た
討
論
会
④
懇
親

会
。
⑸
講
演
の
案
に
つ
い
て

は
、
中
部
地
区
主
要
産
業
で

あ
る
自
動
車
関
連
の
Ｅ
Ｖ
車

の
動
向
や
自
動
車
の
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
（
新
常
態
）
を
課

題
に
し
た
講
演
も
し
く
は
機

工
関
連
メ
ー
カ
ー
と
大
手
卸

商
社
の
討
論
会
等
も
検
討
さ

れ
て
い
る
。

「
当
面
の
組
合
事
業
」
に

つ
い
て
、
事
務
局
よ
り
次
の

説
明
が
あ
っ
た
。
①
第
２
回

セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
ス
ク

ー
ル
を
１０
月
１３
〜
１５
日
の
３

日
間
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

中
部
に
て
開
催
す
る
。
申
込

多
数
の
際
は
前
回
定
員
超
え

の
た
め
受
講
で
き
な
か
っ
た

７
名
を
優
先
す
る
。
②
青
年

部
福
利
厚
生
事
業
に
つ
い

て
、
恒
例
の
「
キ
ャ
ン
プ
の

集
い
」
「
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア

ー
」
は
開
催
を
見
合
わ
せ

る
。
代
替
行
事
と
し
て
感
染

リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
設
営
・

企
画
を
検
討
す
る
。
③
全
機

工
連
の
テ
ー
マ
「
Ｄ
Ｘ
」
に

あ
わ
せ
た
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画

す
る
。
④
経
営
者
・
管
理
者

セ
ミ
ナ
ー
の
時
節
に
合
わ
せ

た
テ
ー
マ
の
企
画
。
⑤
中
部

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
つ
い
て

は
、
日
程
を
定
め
ず
コ
ロ
ナ

感
染
の
状
況
を
踏
ま
え
開
催

す
る（
現
状
で
は
不
透
明
）。

そ
の
他
、
森
哲
の
代
表
者

変
更
（
８
月
１
日
付
で
代
表

取
締
役
社
長
に
森
圭
介
氏
が

就
任
、
森
庸
一
前
社
長
は
代

表
取
締
役
会
長
に
就
任
）
が

報
告
さ
れ
た
。

「ＣＯＣＯＡＲ２」アプ
リ（無料アプリ）を下記
ＱＲコードからスマホに
ダウンロードし、アプリ
を起動して弊紙の広告を
かざすと動画が見られま
す。現在対応しているの
は題字下のダイドー広告
です。

ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
が
好
評

Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
２０２３
や
愛
知
大
会
につい
て
審
議

愛
機
工
令
和
４
年
度
８
月
理
事
会
開
く
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愛
知
県
管
工
機
材
商
業
協
同
組
合
（
理
事
長
�
峰
澤
彰
宏
氏
・
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ

社
長
）
は
９
月
６
日
㈫
、
９
月
理
事
会
、
な
ら
び
に
『
第
３３
回
管
工
機
材
・
設
備
総
合

展
』
成
功
祈
願
パ
ー
テ
ィ
ー
を
、
感
染
症
予
防
対
策
を
施
し
た
う
え
で
リ
ア
ル
開
催
し

た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
組
合
員
ら
２８
名
の
ほ
か
展
示
会
出
品
者
３５
社
４９
名
が
参
加
し
、

１０
月
６
日
㈭
か
ら
３
日
間
開
催
さ
れ
る
同
展
示
会
の
成
功
を
祈
願
。
久
し
ぶ
り
に
顔
を

合
わ
せ
る
参
加
者
ら
。
会
場
内
で
は
互
い
の
近
況
報
告
な
ど
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

理
事
２１
名
中
１９
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
た
９
月
理
事

会
で
は
、
以
下
の
議
題
に
つ

い
て
の
審
議
な
ら
び
に
報
告

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認

さ
れ
た
。

【
経
過
報
告
】
●
７
月
２２

日
㈮
▽
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
キ
ッ
ツ
「
感
謝
の
集

い
」
（
７０
周
年
）
に
峰
澤
理

事
長
出
席
。

【
議
題
１
／
第
３３
回
管
工

機
材
・
設
備
総
合
展
準
備
進

捗
の
件
】
①
経
過
報
告
▽
●

７
月
５
日
㈫
�
名
古
屋
都
市

セ
ン
タ
ー
他
に
て
部
長
会
議

な
ら
び
に
食
事
会
開
催
。
●

同
７
日
㈭
�
名
古
屋
市
上
下

水
道
局
打
ち
合
わ
せ
。
●
同

１３
日
㈬
�
組
合
事
務
所
に
て

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
件
等
に
つ

い
て
部
長
会
議
開
催
。
実
行

委
員
、
三
役
、
青
年
部
、
事

務
局
長
に
２
着
ず
つ
支
給
予

定
。
●
８
月
３
日
㈬
�
吹
上

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
に
て
出
品
者

会
議
、
組
合
事
務
所
に
て
部

長
会
議
開
催
。
●
同
９
日
㈫

�
名
古
屋
市
上
下
水
道
局
打

ち
合
わ
せ
。
●
同
１６
日
㈫
�

組
合
事
務
所
に
て
資
料
注
意

書
き
、
景
品
選
択
等
に
つ
い

て
抽
選
部
会
議
開
催
。
●
同

２４
日
㈬
�
組
合
事
務
所
に
て

情
報
提
供
の
お
願
い
等
に
つ

い
て
会
場
部
会
議
開
催
。
●

同
２９
日
㈪
�
組
合
事
務
所
に

て
来
賓
案
内
、
記
念
品
確
認

等
に
つ
い
て
部
長
会
議
開

催
。
●
９
月
５
日
㈪
�
展
示

会
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

「
事
前
登
録
」
ペ
ー
ジ
オ
ー

プ
ン
。
●
同
６
日
㈫
�
峰
澤

理
事
長
、
坪
井
研
二
展
示
会

実
行
委
員
長
（
ツ
ボ
イ
常

務
）
、
石
原
太
郎
展
示
会
実

行
副
委
員
長
（
原
芳
商
会
社

長
）
、
事
務
局
長
が
参
加

し
、
中
部
経
済
新
聞
社
座
談

会
開
催
。
そ
の
後
、
展
示
会

成
功
祈
願
パ
ー
テ
ィ
ー
開

催
。
②
今
後
の
予
定
▽
●
９

月
８
日
㈭
�
組
合
事
務
所
に

て
部
長
会
議
開
催
。
●
同
１６

日
㈮
�
組
合
事
務
所
に
て
部

長
会
議
開
催
。
●
１０
月
５
日

㈬
�
吹
上
ホ
ー
ル
に
て
事
前

確
認
等
に
つ
い
て
実
行
委
員

会
開
催
。
●
同
６
日
㈭
�
展

示
会
初
日
。
９
時
３０
分
〜
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
開

催
。
③
本
理
事
会
確
認
事
項

▽
２
０
２
２
年
「
下
水
道
１

１
０
周
年
」
、
２
０
２
４
年

「
上
水
道
１
１
０
周
年
」
を

迎
え
る
名
古
屋
市
上
下
水
道

局
と
協
議
の
う
え
展
示
会
場

内
に
「
周
年
Ｐ
Ｒ
の
ぼ
り
」

２
基
１
セ
ッ
ト
×
２
を
設
置

す
る
こ
と
を
検
討
。
こ
の
件

が
本
理
事
会
に
上
程
さ
れ
、

了
承
さ
れ
た
。
④
各
理
事
へ

協
力
要
請
▽
展
示
会
当
日
、

大
型
バ
ス
等
で
来
場
動
員
の

予
定
が
あ
る
場
合
は
速
や
か

に
展
示
会
実
行
委
員
へ
連
絡

を
。
理
事
会
当
日
現
在
、
計

９
台
の
バ
ス
来
場
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

【
議
題
２
／
第
５２
回
名
管

会
ゴ
ル
フ
大

会
準
備
進
捗

報
告
】
９
月

１５
日
㈭
、
愛

知
カ
ン
ツ
リ

ー
倶
楽
部
で

開
催
。
参
加

者
は
５３
名
。

【
議
題
３

／
新
年
賀
詞

交
歓
会
の

件
】
令
和
５

年
１
月
１７
日

㈫
１８
時
よ
り

名
古
屋
マ
リ

オ
ッ
ト
ア
ソ

シ
ア
ホ
テ
ル

で
開
催
予

定
。
参
加
人

数
は
２
６
０

名
以
内
と
想

定
さ
れ
て
い

る
。【

議
題
４

／
各
部
会
等

報
告
】
広
報

部
会
▽
９
月

１７
日
㈯
付
で

「
組
合
だ
よ

り
」
第
１
４

８
号
（
展
示

会
特
別
編
集

号
）
の
発
行
を
予
定
。

【
議
題
５
／
そ
の
他
】
今

後
の
理
事
会
日
程
▽
●
１１
月

１
日
㈫
１３
時
３０
分
よ
り
ウ
イ

ン
ク
あ
い
ち
に
て
。
●
令
和

５
年
１
月
１７
日
㈫
１６
時
よ
り

名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ

ア
ホ
テ
ル
に
て
（
新
年
賀
詞

交
歓
会
同
日
開
催
）
。
●
同

３
月
７
日
㈫
、
時
間
・
会
場

未
定
。
●
同
４
月
２５
日
㈫
、

時
間
・
会
場
未
定
。
●
同
５

月
１６
日
㈫
１５
時
よ
り
名
古
屋

マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ

ル
に
て（
総
会
同
日
開
催
）。

◇

展
示
会
ま
で
１
ヶ
月

『
展
示
会
成
功
祈
願
パ
ー
テ

ィ
ー
』
開
催

理
事
会
後
、
出
品
者
や
組

合
員
ら
７７
名
が
集
ま
り
、
石

原
展
示
会
実
行
副
委
員
長
の

司
会
進
行
の
も
と
「
展
示
会

成
功
祈
願
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が

開
催
さ
れ
た
。

会
の
冒
頭
、
峰
澤
理
事
長

が
「
ち
ょ
う
ど
来
月
の
今
日

の
１０
月
６
日
か
ら
、
４
年
ぶ

り
に
『
第
３３
回
管
工
機
材
・

設
備
総
合
展
』
を
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
実
行
委
員
メ
ン
バ
ー
を

中
心
に
、
鋭
意
、
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
で
ど
う
や
っ
た
ら
や

れ
る
ん
だ
ろ
う
、
ど
う
し
た

ら
上
手
く
い
く
ん
だ
ろ
う
と

坪
井
展
示
会
実
行
委
員
長
は

じ
め
実
行
委
員
メ
ン
バ
ー
が

一
生
懸
命
考
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。
今
ま
で
や
ら
な
か
っ

た
新
し
い
試
み
も
今
回
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
も
し
か

し
た
ら
バ
タ
バ
タ
し
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
当

組
合
は
〝
コ
ロ
ナ
の
状
況
で

あ
っ
て
も
展
示
会
を
成
功
さ

せ
る
ん
だ
！
〞
と
い
う
強
い

気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
ま
し
て
も
、
出
品
メ

ー
カ
ー
さ
ま
の
ご
協
力
、
ご

支
援
な
く
し
て
こ
の
展
示
会

は
始
ま
り
ま
せ
ん
し
、
成
功

も
し
ま
せ
ん
。
組
合
の
皆
さ

ん
に
も
２
つ
の
こ
と
を
お
話

し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
ず
ひ

と
つ
め
は
、
皆
さ
ん
ど
う
か

１０
月
６
、
７
、
８
日
の
３
日

間
、
く
れ
ぐ
れ
も
安
全
第
一

で
お
願
い
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ

に
関
し
て
も
私
た
ち
な
り
に

考
え
た
万
全
の
対
策
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
皆
さ

ま
も
ご
自
身
で
安
全
を
第
一

に
お
願
い
し
ま
す
。
も
う
ひ

と
つ
は
、
せ
っ
か
く
の
展
示

会
で
す
の
で
お
お
い
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
〝
真
剣
に
や

る
か
ら
楽
し
い
ん
だ
〞
こ
れ

が
私
た
ち
の
考
え
で
す
。
最

近
の
展
示
会
は
同
窓
会
み
た

い
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
た
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

展
示
会
は
、
リ
ア
ル
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
素

敵
な
場
で
す
。
組
合
を
あ
げ

て
、
出
品
し
て
良
か
っ
た
、

行
っ
て
良
か
っ
た
、
や
っ
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
展
示
会

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
」
と
挨
拶
。

坪
井
展
示
会
実
行
委
員
長

は
「
ま
だ
ま
だ
感
染
者
が
居

る
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
無
事
展
示
会
が
行
え
る

の
か
悩
む
と
こ
ろ
は
あ
り
ま

す
が
、
展
示
会
ま
で
ち
ょ
う

ど
１
カ
月
で
す
。
今
日
お
集

ま
り
の
皆
さ
ま
と
こ
の
時
間

を
楽
し
く
過
ご
し
、
展
示
会

の
成
功
を
祈
願
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
展
示
会
ま
で
も
う

一
度
私
た
ち
に
お
力
を
お
貸

し
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。

小
川
誉
之
副
理
事
長
（
小

川
管
商
社
長
）
の
乾
杯
の
挨

拶
で
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
会
。

マ
ス
ク
着
用
で
会
話
を
楽
し

む
な
ど
感
染
症
対
策
も
忘
れ

ず
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
村

井
善
幸
副
理
事
長
（
オ
ー
タ

ケ
社
長
）
の
中
締
め
の
挨
拶

で
散
会
と
な
っ
た
。

展示会成功祈願パーティー

展
示
会
に
向
け
て
準
備
着
々
と

出
品
者・組
合
員
ら
集
い
成
功
誓
う

愛
知
県
管
工

機
材
商
協
組
９
月
理
事
会・成
功
祈
願
パ
ー
テ
ィ
ー

９月理事会

峰澤理事長

坪井展示会実行委員長

展
示
会
ポ
ス
タ
ー

（２）令和４年９月１８日（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）第２８２７号



水
栓
メ
ー
カ
ー
の
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
（
社
長
�
西
岡
利
明
氏
、
本
社
�
大
阪
市
東
成
区
）

は
、
７
月
４
日
午
後
４
時
よ
り
大
阪
市
内
の
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
に
て
「
２
０
２
２
年
度

方
針
説
明
会
」
を
開
い
た
。
西
岡
社
長
は
今
年
度
の
コ
ン
セ
プ
ト
「『T

hink
L
ife.

M
ake
A
ct.

』
行
動
し
よ
う
。
未
来
の
た
め
に
。
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
中
で
、
人

間
の
豊
か
な
生
活
の
副
作
用
と
し
て
地
球
に
多
大
な
負
担
を
与
え
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
「
我
々
、
水
に
関
わ
る
企
業
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
今

日
か
ら
始
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
な
が
ら

環
境
に
優
し
い
商
品
づ
く
り
を
心
が
け
た
い
と
話
し
、
出
席
し
た
協
力
企
業
に
一
層
の

支
援
を
お
願
い
し
た
。

同
社
は
、
「
人
類
あ
る
限

り
水
は
必
要
で
あ
る
」
と
い

う
現
代
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
に
も
通
じ
る
考
え
を
企

業
理
念
と
し
て
大
切
に
し
、

こ
れ
ま
で
企
業
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
２
０
２
４
年

に
創
業
７０
周
年
を
迎
え
る
。

そ
の
６
年
後
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
標
年
で
あ
る
２
０
３
０

年
が
迫
っ
て
お
り
、
方
針
説

明
会
で
は
同
社
の
今
後
の
指

針
が
示
さ
れ
た
。

冒
頭
、
現
在
放
映
中
の
同

社
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が
会
場
に

流
れ
、
続
い
て
鹿
児
島
県
奄

美
大
島
出
身
の
歌
手
・
城
南

海
（
き
ず
き
・
み
な
み
）
さ

ん
が
三
線
の
弾
き
語
り
で

「
童
神
（
わ
ら
び
が
み
）
」

を
披
露
、
会
場
は
心
地
よ
い

雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

方
針
説
明
会
は
早
川
徹
取

締
役
執
行
役
員
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
本
部
長
の
司
会
進
行
で
進

め
ら
れ
、
挨
拶
に
立
っ
た
西

岡
社
長
は
水
に
関
し
て
「
地

球
が
４６
億
年
ほ
ど
前
に
で
き

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

約
４５
億
年
前
か
ら
地
球
に
今

の
水
が
存
在

し
た
。
最
近

よ
く
言
わ
れ

て
い
る
の
が

水
不
足
。
実

は
地
球
上
の

水
の
量
は
４５

億
年
前
か
ら

ほ
ぼ
同
じ

で
、
減
り
も

し
て
い
な
い

し
、
増
え
も

し
て
い
な

い
。た
だ
、そ

の
中
で
生
活

水
と
し
て
使

え
る
水
が
多
い
か
少
な
い
か

と
い
う
こ
と
が
、
話
題
に
な

っ
て
い
る
」
と
言
及
。

産
業
革
命
の
後
、
人
間
の

生
活
ス
タ
イ
ル
が
格
段
に
便

利
で
豊
か
な
も
の
に
変
わ
っ

て
き
た
一
方
、
こ
の
２
６
０

年
ほ
ど
で
地
球
に
与
え
る
環

境
負
荷
は
多
大
に
な
っ
て
い

る
と
指
摘
し
、
「
こ
の
豊
か

さ
を
維
持
し
な
が
ら
、
尚
且

つ
、
地
球
に
優
し
い
生
活
に

す
る
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
か
を
、
ぜ
ひ
共
に
考

え
て
行
き
た

い
。
皆
様
の

子
供
、
孫
の

世
代
ま
で
、

あ
る
い
は
そ

の
次
の
世
代

も
笑
顔
で
生

活
で
き
る
よ

う
な
、
そ
う

い
う
環
境
が

出
来
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
ど
も
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｉ

は
、
水
の
循
環
の
過
程
に
存

在
す
る
企
業
と
し
て
、
新
た

に
今
年
か
ら
襟
を
正
し
て

『T
hink

L
ife.M

ak
e

A
ct.

』
と
い
う
こ
と
で
事

業
に
励
ん
で
行
き
た
い
。
そ

れ
に
は
本
日
ご
参
集
の
皆
様

の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
出
来

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
皆
様
方
に
も

共
有
い
た
だ
い
て
、
環
境
負

荷
の
少
な
い
商
品
、
も
の
づ

く
り
を
心
が
け
て
行
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し

た
。今

年
度
の
新
商
品
と
し
て

デ
ザ
イ
ン
水
栓
シ
リ
ー
ズ

「
ｓ
ｏ
ｒ
ｏ
ｅ
」
、
手
荷
物

を
持
っ
て
い
て
も
使
い
や
す

い
六
角
形
ボ
ウ
ル
一
体
型
カ

ウ
ン
タ
ー
セ
ッ
ト
「
Ｋ
Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｅ
」
、
よ
り
使
い
や
す
く

進
化
し
た
音
声
認
識
シ
ス
テ

ム
「
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ｖ
Ｏ
Ｉ
＋
（
ア

ク
ボ
イ

プ
ラ
ス
）
」
な
ど

を
紹
介
。
西
岡
社
長
は
「
毎

年
約
１０
％
の
新
商
品
を
出
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
本
日

お
集
ま
り
の
皆
様
に
も
無
理

難
題
を
私
ど
も
の
製
造
の
方

か
ら
お
願
い
し
て
い
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
引
き
続
き
協

力
を
求
め
、
挨
拶
を
締
め
く

く
っ
た
。

当
日
参
加
し
た
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｅ

Ｉ
役
員
・
各
本
部
長
を
は
じ

め
と
す
る
幹
部
社
員
、
関
連

会
社
の
社
長
が
紹
介
さ
れ
た

後
、
夏
目
和
典
専
務
取
締
役

執
行
役
員
も
の
づ
く
り
本
部

長
が
「
品
質
第
一
」
を
旨
と

し
た
も
の
づ
く
り
本
部
方
針

に
つ
い
て
説
明
。
生
産
拠
点

戦
略
、
も
の
づ
く
り
改
革
方

針
、
Ｓ
Ａ
Ｎ

Ｅ
Ｉ
も
の
づ

く
り
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
具
体
的
な

取
り
組
み
な

ど
が
話
さ
れ

た
。続

い
て
、

購
買
部
方
針

を
原
田
淳
も

の
づ
く
り
本

部
購
買
部
部

長
が
、
品
質

保
証
部
方
針

を
森
重
倫
も

の
づ
く
り
本
部
品
質
保
証
部

部
長
が
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し

た
。方

針
説
明
会
終
了
後
は
懇

親
会
が
催
さ
れ
、
吉
川
正
弘

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
副
社
長
が
「
平

素
は
購
買
活
動
に
多
大
な
る

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
方
針
説
明
会
も
３
年
ぶ

り
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
そ
の
間
、
皆
様
の

お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
株
式

を
公
開
す
る
こ
と
も
出
来
ま

し
た
。
現
在
、
コ
ロ
ナ
は
収

束
せ
ず
、
そ
の
他
に
も
ウ
ク

ラ
イ
ナ
問
題
、
円
安
、
資
源

高
と
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
私
た
ち
Ｓ
Ａ
Ｎ

Ｅ
Ｉ
は
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え

て
益
々
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
。

髙
井
宏
児
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
共

栄
会
理
事
長
（
多
喜
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
社
長
）
の
発
声
で
乾

杯
し
、
交
流
の
場
と
な
っ

た
。
城
南
海
さ
ん
の
ミ
ニ
・

コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
楽
し
い

時
を
過
ご
し
、
東
口
勝
紀
Ｓ

Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
共
栄
会
副
理
事
長

（
岡
本
製
作
所
社
長
）
の
中

締
め
で
お
開
き
と
し
た
。

日
本
工
作
機
械
工
業
会

（
日
工
会
、
会
長
�
稲
葉
善

治
氏
・
フ
ァ
ナ
ッ
ク
会
長
）

が
８
月
２４
日
発
表
し
た
２
０

２
２
年
７
月
分
の
工
作
機
械

受
注
額
（
確
報
値
）
は
、
総

額
が
前
年
同
月
比
５
・
５
％

増
の
１
４
２
４
億
１２
百
万
円

と
な
り
、
２１
か
月
連
続
で
前

年
を
上
回
っ
た
。
前
月
比
は

７
・
９
％
減
と
２
か
月
ぶ
り

に
減
少
し
た
が
、
７
月
と
し

て
は
２
０
１
８
年
に
次
ぐ
過

去
２
番
目
に
高
い
受
注
額
。

５
か
月
連
続
の
１
４
０
０
億

円
超
え
で
、
高
水
準
が
持
続

し
た
。

内
需
は
、
前
年
同
月
比
１４

・
５
％
増
の
５
１
９
億
７０
百

万
円
と
な
り
、
１７
か
月
連
続

で
前
年
を
上
回
っ
た
。
前
月

比
は
１１
・
４
％
減
と
２
か
月

ぶ
り
に
減
少
。
補
助
金
効
果

は
前
月
よ
り
落
ち
着
く
も
、

内
需
を
下
支
え
し
、
２
か
月

連
続
の
５
０
０
億
円
超
え
と

な
っ
た
。
主
要
業
種
で
は
自

動
車
関
連
に
回
復
の
動
き
が

み
ら
れ
た
。

外
需
は
、
前
年
同
月
比
０

・
９
％
増
の
９
０
４
億
４２
百

万
円
と
な
り
、
２１
か
月
連
続

で
前
年
を
上
回
っ
た
。
前
月

比
は
５
・
８
％
減
で
２
か
月

連
続
の
減
少
。
ア
ジ
ア
や
北

米
で
前
月
よ
り
減
少
し
た
も

の
の
、
外
需
総
額
は
７
か
月

連
続
の
９
０
０
億
円
超
え
と

高
水
準
を
維
持
し
た
。
７
月

と
し
て
は
２
０
２
１
年
を
超

え
、
過
去
最
高
額
を
記
録
し

た
。同

会
は
７
月
の
受
注
に
つ

い
て
「
内
外
需
と
も
前
月
比

減
少
な
が
ら
高
レ
ベ
ル
の
受

注
が
継
続
。
欧
米
の
金
融
引

き
締
め
、
国
内
の
感
染
再
拡

大
等
の
各
種
リ
ス
ク
の
影
響

を
注
視
」
す
る
と
し
て
い

る
。

挨拶する西岡社長

懇親会の様子

『ThinkLife.M
akeA

ct.

』

行
動
し
よ
う
。未
来
の
た
め
に
。

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
２０２２
年
度
方
針
説
明
会
を
開
催

方針説明会の様子

２０２２
年
７
月
分
工
作
機
械
受
注
総
額

５
か
月
連
続
の
１４００
億
円
超
え

日
工
会
高
レ
ベ
ル
の
受
注
が
継
続
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世
界
最
大
級
の
工
作
機
械
見
本
市
「
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
２
０
２
２
（
第
３１
回
日
本
国
際

工
作
機
械
見
本
市
）
」
（
主
催
�
日
本
工
作
機
械
工
業
会
／
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）
が

１１
月
８
日
㈫
〜
１３
日
㈰
の
６
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る
。
同
展
示
会

は
、
約
１
０
０
０
社
に
及
ぶ
出
展
者
数
、東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
全
館
を
利
用
し
総
展
示

場
面
積
１１
万
８
５
４
０
㎡
と
、過
去
最
大
規
模
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。今
回
は

特
別
企
画
と
し
て
「
Ａ
ｄ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
（
ア
デ

ィ
テ
ィ
ブ
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
）エ
リ
ア

ｉ
ｎ

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
２
０

２
２
」
が
南
展
示
棟
に
新
設
さ
れ
る
。現
在
、公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト（w

w
w
.jim
tof.

org

）
に
て
事
前
入
場
登
録
の
受
付
を
行
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
は
、
１
９

６
２
年
か
ら
２
年
に
一
度
開

催
さ
れ
、
工
作
機
械
や
そ
の

あ
ら
ゆ
る
周
辺
機
器
が
一
堂

に
会
す
る
「
も
の
づ
く
り
の

総
合
見
本
市
」
で
、
か
つ
最

先
端
の
技
術
・
製
品
が
世
界

中
か
ら
集
結
す
る
「
世
界
最

大
級
の
国
際
技
術
シ
ョ
ー
」

で
あ
り
、
製
造
業
で
活
用
さ

れ
る
各
種
製
品
分
野
の
最
新

情
報
を
入
手
で
き
る
展
示
会

と
し
て
定
評
が
あ
る
。

今
年
で
６０
周
年
を
迎
え
る

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
２
０
２
２
で

は
、
「
開
か
れ
る
扉
（
ミ
ラ

イ
）
、
世
界
を
動
か
す
技
術

の
出
会
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
も
の
づ
く
り
の
世
界
を

様
々
な
角
度
か
ら
紹
介
す
る

多
彩
な
併
催
イ
ベ
ン
ト
を
予

定
し
て
い
る
。

開
催
期
間
中
に
実
施
す

る
、
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
、

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
企
画

展
示
な
ど
の
主
要
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
次
の
通
り
。

●
Ａ
ｄ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

Ｍ

ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｉ
ｎ

ｇ
（
Ａ
Ｍ
）
エ
リ
ア
の
新
設

今
回
の
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
２

０
２
２
で
は
特
別
企
画
と
し

て
、
注
目
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｍ

／
３
Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
関

連
製
品
・
技
術
が
一
堂
に
会

す
る
エ
リ
ア
を
南
展
示
棟
内

に
設
置
す
る
。
Ａ
ｄ
ｄ
ｉ
ｔ

ｉ
ｖ
ｅ

Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｃ

ｔ
ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
は
成
長
が
見

込
ま
れ
る
注
目
ト
レ
ン
ド
で

あ
り
、
部
品
点
数
の
削
減
・

リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
・
多

品
種
少
量
生
産
を
可
能
に
す

る
、
製
造
業
に
お
け
る
革
新

的
技
術
と
し
て
、
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
す
る
工
作
機
械
業
界

で
も
注
目
が
高
ま
っ
て
い

る
。
エ
リ
ア
内
に
は
、
出
展

者
に
よ
る
「
展
示
エ
リ
ア
」

に
加
え
、
「
特
設
セ
ミ
ナ
ー

会
場
」
も
設
置
す
る
。
特
設

セ
ミ
ナ
ー
会
場
で
は
、
Ａ
Ｍ

／
３
Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
に

関
す
る
１５
本
以
上
の
講
演

や
、
出
展
者
に
よ
る
出
展
者

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
実
施
さ

れ
る
。

●
基
調
講
演
、
特
別
講
演

開
催
初
日
の
１１
月
８
日
㈫

に
は
、
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
時
代
の
可
能
性
を
拓

く
も
の
づ
く
り
」
と
題
し
、

プ
ラ
イ
ム
ア
ー
ス
Ｅ
Ｖ
エ
ナ

ジ
ー
代
表
取
締
役
社
長
の
岡

田
政
道
氏
が
基
調
講
演
を
行

う
。
さ
ら
に
、
１１
月
１０
日
㈭

に
は
、
兵
庫
県
立
大
学
大
学

院
情
報
科
学
研
究
科
准
教
授

の
五
十
部
孝
典
氏
が
登
壇

し
、
「
６
Ｇ
時
代
に
求
め
ら

れ
る
暗
号
技
術
の
開
発
と
今

後
の
展
望
」
と
題
し
て
特
別

講
演
を
行
う
。
同
じ
く
特
別

講
演
と
し
て
、
１１
月
１１
日
㈮

に
は
、
東
京
大
学
生
産
技
術

研
究
所
革
新
的
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

・
セ
ン
タ
ー
長
の
加
藤
千
幸

氏
が
「
『
富
岳
』
の
時
代
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
も
の

づ
く
り
〜
大
規
模
な
数
値
流

体
解
析
の
現
況
と
将
来
展
望

〜
」
と
題
し
た
講
演
を
行

う
。

●
企
画
展
示

今
回
の
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
２

０
２
２
の
企
画
展
示
は
、
業

界
を
リ
ー
ド
す
る
工
作
機
械

メ
ー
カ
ー
の
先
端
的
な
取
り

組
み
と
技
術
を
紹
介
し
、
ミ

ラ
イ
の
も
の
づ
く
り
工
場
を

探
求
し
て
い

く
。
ま
た
、

そ
こ
で
造
ら

れ
た
最
新
鋭

の
工
作
機
械

が
生
み
出
す

日
本
発
の
シ

ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｐ

プ
ロ
ダ
ク
ト

も
横
断
的
に

展
示
し
て
、

「
も
の
づ
く

り
の
ミ
ラ

イ
」
へ
の
道

標
を
示
す
。

●
特
別
展
示

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
２
０
２
２

で
は
、
会
期
中
、
世
界
の
航

空
機
産
業
の
一
翼
を
担
う
Ｉ

Ｈ
Ｉ
の
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン

技
術
の
特
別
展
示
を
行
う
。

一
つ
一
つ
の
エ
ン
ジ
ン
に
、

歴
史
と
伝
統
に
裏
付
け
ら
れ

た
、
そ
の
高
い
技
術
力
が
活

か
さ
れ
て
い
る
。

●
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

な
お
、
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
２

０
２
２
に
お
い
て
は
、
デ
ジ

タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ

せ
て
お
り
、
事
前
や
事
後
の

情
報
収
集
が
可
能
な
「
オ
ン

ラ
イ
ン
カ
タ
ロ
グ
」
を
は
じ

め
、
出
展
者
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ

セ
ミ
ナ
ー
や
紹
介
動
画
を
公

開
す
る
「
出
展
者
オ
ン
ラ
イ

ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
、
よ
り
効

率
的
な
商
談
が
可
能
な
「
マ

ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
等
も

提
供
す
る
。

日
本
鍛
圧
機
械
工
業
会

（
日
鍛
工
、
代
表
理
事
会
長

�
北
野
司
氏
・
ア
イ
ダ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
常
務
執
行
役

員
）
は
７
月
２６
日
、
２
０
２

２
暦
年
受
注
予
想
を
当
初
予

想
よ
り
４
４
０
億
円
引
き
上

げ
、
３
８
４
０
億
円
（
前
年

実
績
比
１５
・
８
％
増
）
に
修

正
し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
は
新
株
に
よ

り
感
染
拡
大
傾
向
に
あ
る
が

経
済
活
動
へ
の
影
響
は
局
所

的
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

国
内
で
は
経
済
対
策
等
に
よ

り
昨
年
に
続
き
回
復
基
調
が

続
く
と
予
想
。
国
内
外
と
も

に
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
関
連
や
半

導
体
製
造
装
置
関
連
、
省
エ

ネ
設
備
関
連
へ
の
生
産
設

備
、
あ
る
い
は
デ
ジ
タ
ル
関

連
へ
の
投
資
が
継
続
的
に
期

待
で
き
る
と
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
半
導
体
等

の
部
材
不
足
や
原
材
料
高
騰

な
ど
の
不
安
要
素
も
残
る
と

し
た
。

海
外
は
、
中
国
経
済
が
い

ま
だ
停
滞
気
味
で
あ
り
、
米

国
の
イ
ン
フ
レ
問
題
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
紛
争
に
よ
る
欧
州
経

済
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
総
じ
て
需
要
回
復
が
期

待
さ
れ
る
と
し
た
。

内
訳
は
、
プ
レ
ス
系
機
械

が
同
１７
・
８
％
増
の
１
６
０

０
億
円
、
板
金
系
機
械
が
同

２１
・
８
％
増
の
１
３
７
０
億

円
、
サ
ー
ビ
ス
は
同
４
・
６

％
増
の
８
７
０
億
円
と
予
想

し
た
。

内
外
別
（
機
械
合
計
）
で

は
、
国
内
は
同
１６
・
９
％
増

の
１
６
３
０
億
円
と
予
想
。

政
府
に
よ
る
経
済
対
策
が
下

支
え
と
な
り
、
自
動
車
の
Ｅ

Ｖ
化
を
中
心
に
、
デ
ジ
タ
ル

関
連
及
び
半
導
体
製
造
装
置

関
連
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
再
整

備
等
へ
の
投
資
に
期
待
す

る
。輸

出
は
同
２３
・
２
％
増
の

１
３
４
０
億
円
と
予
想
。
中

国
・
欧
米
を
中
心
に
Ｅ
Ｖ
化

対
応
に
よ
る
設
備
投
資
に
期

待
を
示
し
た
ほ
か
、
新
型
コ

ロ
ナ
か
ら
立
ち
直
っ
て
き
て

い
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
イ
ン
ド

等
新
興
国
に
も
期
待
。
直
近

で
は
、
円
安
も
プ
ラ
ス
要
因

に
な
っ
て
い
る
と
し
た
。

同
時
に
２
０
２
２
年
度

（
２
０
２
２
年
４
月
〜
２
０

２
３
年
３
月
）
の
受
注
予
想

に
つ
い
て
も
、
当
初
予
想
よ

り
３
９
０
億
円
引
き
上
げ
、

３
８
４
０
億
円
（
前
年
度
実

績
比
１０
・
３
％
増
）
と
し
た

こ
と
を
発
表
し
た
。

「AdditiveManufacturing

エ
リ
ア
」を
新
設

日
鍛
工

当
初
見
込
み
よ
り
Ｅ
Ｖ
関
連
需
要
に
強
さ

同
工
業
会
が
８
月
８
日
発

表
し
た
月
次
会
員
受
注
統
計

に
よ
る
と
、
２
０
２
２
年
７

月
度
の
鍛
圧
機
械
受
注
総
額

は
前
年
同
月
比
２１
・
８
％
減

の
２
６
８
億
１６
百
万
円
と
な

り
、
２
０
２
０
年
１２
月
以
来

１９
か
月
ぶ
り
の
前
年
割
れ
と

な
っ
た
。
プ
レ
ス
系
機
械
が

同
４５
・
７
％
減
で
、
特
に
大

型
・
超
大
型
プ
レ
ス
が
大
幅

に
減
少
し
た
。
板
金
系
機
械

は
同
５
・
２
％
増
と
微
増
だ

っ
た
。

内
外
別
で
は
、
国
内
が
同

１０
・
６
％
減
の
１
０
０
億
３３

百
万
円
。
電
気
が
２２
・
４
％

増
、
そ
の
他
が
４９
・
５
％
増

と
な
っ
た
が
、
自
動
車
、
一

般
機
械
、
鉄
鋼
、
金
属
製
品

は
減
少
し
た
。

輸
出
は
同
４１
・
９
％
減
の

９３
億
４１
百
万
円
で
、
韓
国
・

台
湾
向
け
７９
・
６
％
増
、
イ

ン
ド
向
け
６
・
７
倍
、
東
南

ア
ジ
ア
向
け
５
・
８
％
増
と

な
っ
た
が
、
中
国
向
け
、
北

米
向
け
、
欧
州
向
け
が
減
少

し
た
。

講演会の様子（JIMTOF２０１８）

対 前 年
同月伸率
（％）

△４５.７
５.２

△１０.６
△４１.９

△２９.０

６.８

△２１.８

金 額
（百万円）

９,９６１
９,４１３

１０,０３３
９,３４１

１９,３７３

７,４４３

２６,８１６

〈機種別〉プレス系機械
板金系機械

〈内外別〉 国 内
輸 出

機 械 合 計

サービス・部品金型

受 注 総 合 計

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
２０２２
第
３１
回
日
本
国
際

工
作
機
械
見
本
市

多
彩
な
併
催
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

日鍛工 ２０２２年７月度 鍛圧機械受注額

２０２２
暦
年
鍛
圧
機
械
受
注
予
想
を
上
方
修
正

前
年
比
１５・８
％
増
の
３８４０
億
円
に

２０２２
年
７
月
度
受
注
額

１９
か
月
ぶ
り
の
前
年
割
れ

（４）令和４年９月１８日（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）第２８２７号
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愛
知
鋲
螺
商
協
同
組
合

（
愛
鋲
協
、
理
事
長
�
大
野

正
博
氏
・
中
部
製
作
所
社

長
）
は
、
８
月
２４
日
午
後
６

時
３０
分
よ
り
名
古
屋
駅
前
の

安
保
ホ
ー
ル
で
、
理
事
８
名

が
出
席
し
て
定
例
理
事
会
を

開
催
し
た
。

青
年
部
会
の
件
は
、
来
年

５
月
の
再
開
に
向
け
て
、
１１

月
頃
か
ら
準
備
を
開
始
し
て

い
く
方
針
と
し
た
。
コ
ロ
ナ

の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
臨

機
応
変
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
も
併
せ
て
確
認
し
た
。

大
野
理
事
長
は
「
『
ね

じ
』
と
い
う
の
は
、
今
後
１

０
０
年
経
っ
て
も
無
く
な
ら

な
い
も
の
だ
し
、
や
は
り
産

業
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
も

の
な
の
で
、
出
来
る
こ
と
な

ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
組
合
を

脈
々
と
繋
げ
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
世
代
交
代
を

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
ず
、

我
々
が
昔
や
っ
た
よ
う
な
青

年
部
で
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
置

い
て
い
た
だ
い
て
、
そ
こ
か

ら
順
番
に
世
代
交
代
を
し
て

い
く
の
が
良
い
の
で
は
な
い

か
。
商
売
の
や
り
方
は
ど
ん

ど
ん
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う

が
、
ね
じ
業
界
が
無
く
な
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
そ

こ
に
従
事
す
る
方
も
お
見
え

に
な
る
。
そ
れ
ら
を
出
来
る

だ
け
守
れ
る
よ
う
な
組
織
は

き
っ
ち
り
残
し
て
い
っ
て
、

バ
ト
ン
を
繋
い
で
い
か
な
い

と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

る
」
と
青
年
部
会
復
活
の
意

義
を
強
調
し
た
。

日
本
ね
じ
商
連
総
会
に
つ

い
て
は
、
８
月
３
日
に
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
で
開

催
さ
れ
、
愛
知
組
合
か
ら
大

野
理
事
長
と
小
倉
副
理
事
長

（
小
倉
商
店
社
長
）
が
出
席

し
た
。
総
会

で
は
、
す
べ

て
の
提
出
議

案
が
承
認
さ

れ
た
ほ
か
、

過
日
行
わ
れ

た
製
品
価
格

転
嫁
問
題
に

関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
集

計
結
果
も
報

告
さ
れ
、
対

応
が
話
し
合

わ
れ
た
。
次

回
総
会
は
大

阪
組
合
が
主

催
し
、
来
年
７
月
１４
〜
１５
日

に
淡
路
島
（
兵
庫
県
）
で
の

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

広
報
部
会
の
件
は
、
広
報

誌
「
愛
鋲
協
」
発
行
と
、
５０

周
年
記
念
誌
の
作
成
作
業
と

し
て
本
格
的
に
取
材
を
開
始

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

優
良
従
業
員
表
彰
（
名
古

屋
商
工
協
同
組
合
協
会
主

催
）
の
件
は
、
市
長
表
彰
４

社
８
名
、
会
長
表
彰
１
社
１

名
の
推
薦
書
を
提
出
し
た
こ

と
を
報
告
。
令
和
４
年
度
表

彰
式
は
１０
月
２４
日
午
後
２
時

よ
り
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
（
名
古
屋
市
中
区
）
で
開

催
さ
れ
る
。

そ
の
他
、
令
和
４
年
度
第

２
回
セ
ミ
ナ
ー
を
１０
月
７

日
、
「
イ
キ
イ
キ
働
く
職
場

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

す
る
。
会
場
は
三
井
住
友
海

上
名
古
屋
ビ
ル
会
議
室
（
名

古
屋
市
中
区
）
。

次
回
理
事
会
は
９
月
１５

日
、
安
保
ホ
ー
ル
で
午
後
６

時
３０
分
よ
り
開
催
予
定
。

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
（
社
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
�
瀬
戸
欣
哉
氏
、
本
社

�
東
京
都
江
東
区
）
は
、
Ｌ

Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
ブ
ラ
ン
ド
（
Ｌ
Ｉ

Ｘ
Ｉ
Ｌ
な
ら
び
に
Ｉ
Ｎ
Ａ

Ｘ
）
の
浄
水
栓
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
を
騙
る
非
正
規
品
に
関
し

て
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
同
社
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や

マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
注
意
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。

近
年
、
一
部
の
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
サ
イ
ト
、
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
ほ
か
、
大

手
有
名
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ

ト
な
ど
複
数
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
に
て
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
ブ
ラ
ン

ド
の
浄
水
栓
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

を
騙
る
非
正
規
品
が
販
売
さ

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
数
報

告
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
過

去
に
発
覚
し
た
事
例
で
は
、

製
品
梱
包
の
日
本
語
表
記
が

不
自
然
で
あ
る
な
ど
外
見
か

ら
判
別
可
能
な
も
の
も
あ
っ

た
が
、
最
近
で
は
、
見
分
け

が
つ
か
な
い
ほ
ど
精
巧
な
も

の
も
販
売
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。報

告
の
あ
っ
た
浄
水
栓
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
の
現
物
を
同
社

が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
外
見

は
酷
似
し
て
い
る
が
、
①
内

部
の
材
質
・
形
状
が
一
部
異

な
り
、
記
載
さ
れ
て
い
る
物

質
を
除
去
で
き
な
い
、
②
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
寿
命
が
短
い
、

な
ど
の
事
柄
に
よ
り
、
同
社

の
名
前
を
騙
る
悪
質
な
偽
物

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い

る
。同

社
か
ら
は
各
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
サ
イ
ト
事
業
者
に
対
し

掲
載
削
除
の
働
き
か
け
を
都

度
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
シ

ョ
ッ
プ
ご
と
に
申
請
が
必
要

な
た
め
、
た
だ
ち
に
す
べ
て

を
削
除
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
。
ま
た
、
一
時
的

に
掲
載
が
削
除
さ
れ
て
も
再

掲
載
を
完
全
に
防
止
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
の

よ
う
だ
。

非
正
規
品
に
つ
い
て
は
同

社
の
品
質
検
査
を
経
て
い
な

い
た
め
、
健
康
被
害
が
出
る

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

浄
水
栓
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
飲

用
を
目
的
と
し
て
使
用
す
る

製
品
で
あ
る
た
め
、
安
心
・

安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
Ｌ

Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
公
式
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

ま
た
は
キ
ッ
チ
ン
／
水
栓
を

購
入
し
た
正
規
の
販
売
店
・

工
務
店
以
外
で
の
購
入
は
避

け
、
購
入
の
際

に
は
、
「
商
品

説
明
の
文
章
や

製
品
画
像
が
不

自
然
」
「
商
品

名
に
不
明
な
文

字
が
含
ま
れ
て

い
る
」
な
ど
の

不
審
な
点
が
な

い
か
十
分
に
注

意
す
る
よ
う
心

掛
け
て
い
た
だ

き
た
い
。

同
社
は
「
お

客
さ
ま
が
誤
っ

て
非
正
規
品
を

購
入
さ
れ
た
場

合
で
あ
っ
て

も
、
当
社
と
し

て
補
償
は
い
た

し
か
ね
ま
す
。

万
一
ご
購
入
の

製
品
に
不
審
な

点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
た
だ
ち
に
使
用
を
中

止
し
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
下
さ
い
」
と
注
意

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
詳
し

く
は
同
社
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
へ

ア
ク
セ
ス
を
。

岐
阜
機
工
会
（
会
長
�
嶋

﨑
晴
久
氏
・
シ
マ
ザ
キ
商
会

社
長
）
は
、
こ
れ
ま
で
コ
ロ

ナ
禍
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
き
た
同
会
の
夏
の
風
物

詩
で
あ
る
『
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

の
集
い
』
を
、

８
月
２５
日
㈭
に

リ
ア
ル
開
催
。

正
会
員
ら
お
よ

そ
６０
名
が
参
加

し
た
。

乾
杯
の
音
頭

を
と
っ
た
の
は

渡
辺
宗
晃
幹
事

（
三
信
商
会
社

長
）
。
こ
の
日

は
あ
い
に
く
の

空
模
様
だ
っ
た

が
、
会
場
の
岐

阜
横
丁
ビ
ア
ガ

ー
デ
ン
（
岐
阜

市
長
住
町
）
に
は
開
閉
式
の

テ
ン
ト
様
の
天
井
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
参
加
者
は
雨
に

濡
れ
る
こ
と
な
く
同
店
自
慢

の
吟
醸
牛
焼
肉
や
海
鮮
盛
り

合
わ
せ
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
飲
み
放
題

の
ビ
ー
ル
や
ハ
イ
ボ
ー
ル
な

ど
を
堪
能
し
た
。

夏
バ
テ
、
コ
ロ
ナ
疲
れ
を

吹
き
飛
ば
す
か
の
ご
と
く
、

終
始
、
参
加
者
同
士
の
会
話

は
弾
ん
で
い
た
。
お
よ
そ
３

時
間
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し

み
、
宴
も
た
け
な
わ
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
、
市
橋
定
之
会

計
幹
事
（
市
橋
商
店
社
長
）

の
中
締
め
の
挨
拶
と
一
本
締

め
で
散
会
と
な
っ
た
。

ユ
ア
サ
商
事
（
社
長
�
田

村
博
之
氏
、
本
社
�
東
京
都

千
代
田
区
）
は
、
物
流
機
能

強
化
の
た
め
、
ま
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ

対
策
強
化
の
た
め
、
九
州
圏

の
２
カ
所
に
分
散
し
て
い
た

物
流
拠
点
を
、
高
砂
倉
庫
福

岡
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ

ー
（
所
在
地
�
福
岡
県
糟
屋

郡
）
内
に
新
設
し
た
「
ユ
ア

サ
商
事
九
州
物
流
セ
ン
タ

ー
」
に
統
合
・
移
転
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
お
よ
そ
１
・

２
倍
と
な
る
倉
庫
面
積
の
拡

張
に
よ
り
在
庫
ア
イ
テ
ム
を

拡
充
。
在
庫
出
荷
額
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
配
送
機

能
強
化
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向

上
、
な
ら
び
に
セ
ン
タ
ー
統

合
に
よ
る
利
便

性
の
向
上
も
図

る
。
な
お
、
倉

庫
業
務
は
引
き

続
き
高
砂
倉
庫

（
社
長
�
堀
彰

男
氏
、
本
社
�

福
岡
県
福
岡

市
）
に
委
託
す

る
。

【
物
流
セ
ン
タ

ー
概
要
】

●
物
件
名
称
▽

高
砂
倉
庫

福

岡
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
セ
ン
タ
ー

●
所
在
地
▽
〒
８
１
１
�
２

３
０
８

福
岡
県
糟
屋
郡
粕

屋
町
大
字
内
橋
６
４
２
�
１

高
砂
倉
庫
㈱
福
岡
Ｌ
Ｃ
内

ユ
ア
サ
商
事
九
州
物
流
セ
ン

タ
ー

●
専
有
部
▽
４
階
１０
番
区
画

●
面

積
▽
約
１
２
９
０
㎡

（
約
３
９
１
坪
）

●
ア
ク
セ
ス
▽
車
／
九
州
道

「
福
岡
Ｉ
Ｃ
」
約
３
㎞
、
博

多
・
天
神
・
福
岡
空
港
い
ず

れ
も
１０
㎞
圏
内
、
▽
公
共
交

通
機
関
／
西
鉄
バ
ス
「
流
通

セ
ン
タ
ー
前
」
停
徒
歩
約
１０

分
、
Ｊ
Ｒ
香
椎
線
「
伊
賀
」

駅
徒
歩
約
２０
分

●
業
務
開
始
日
▽
２
０
２
２

年
８
月
１７
日
㈬

悪天候を吹き飛ばすごとく元気な「カンパイ！」

ね
じ
商
連
総
会
、来
年
７
月
淡
路
島
で

青
年
部
会
は
再
開
に
向
け
始
動
へ

愛
鋲
協

令
和
４
年
度
第
３
回
定
例
理
事
会

ユ
ア
サ
商
事

リ
ア
ル
開
催
に
６０
名
参
加

九
州
物
流
セ
ン
タ
ー
統
合
移
転

岐
阜
機
工
会

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
の
集
い

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
製
品
を
騙
っ
た

浄
水
栓
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
購
入
に
注
意

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
が
注
意
喚
起

理事会の様子

高砂倉庫福岡ロジスティクスセンター外観

イ
メ
ー
ジ

第２８２７号（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）令和４年９月１８日（５）



愛
知
県
機
械
工
具
商
業
協

同
組
合
（
理
事
長
�
水
谷
隆

彦
氏
・
ミ
ズ
タ
ニ
機
販
社

長
）
は
、
８
月
２２
日
午
後
３

時
よ
り
名
古
屋
市
中
区
の
東

京
第
一
ホ
テ
ル
錦
に
て
、
６

月
３０
日
〜
７
月
２
日
に
初
開

催
し
た
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
・

自
動
化
シ
ス
テ
ム
の
専
門
展

「
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
２
」
の
報

告
会
を
開
い
た
。
組
合
関
係

出
展
者
２５
社
３０
人
を
は
じ

め
、
組
合
実
行
委
員
、
展
示

会
役
員
が
一
堂
に
会
し
、
展

示
会
の
検
証
と
次
回
展
に
向

け
た
課
題
、
提
案
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
た
。

同
展
示
会
は
、
ア
イ
チ
・

ス
カ
イ
・
エ
キ
ス
ポ
（
愛
知

県
国
際
展
示
場
）
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
出
展

者
数
２
０
２
社
・
団
体
／
１

０
９
６
小
間
（
内
、
Ｓ
Ｉ
ｅ

ｒ
企
業
６０
社

・
団
体
）
の

開
催
規
模
で

行
わ
れ
た
。

組
合
関
係
出

展
者
は
５５
社

／
２
６
４
小

間
。
３
日
間

の
来
場
者
数

は
４
万
１
８

８
０
人
で
、

当
初
３
万
人

を
目
標
と
し

て
い
た
が
、

初
日
と
２
日

目
に
予
想
を

上
回
る
ペ
ー
ス
で
来
場
者
が

増
加
し
２
日
間
で
目
標
達

成
、
最
終
的
に
は
４
万
人
を

超
え
る
盛
況
ぶ
り
を
見
せ

た
。報

告
会
は
伊
藤
正
人
事
業

部
長
（
伊
藤
信
産
業
社
長
）

の
司
会
進
行
で
進
め
ら
れ
、

は
じ
め
に
水
谷
理
事
長
が

「
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ジ
ャ
パ
ン
の
初
回
を
大
盛
況

の
う
ち
に
開
催
で
き
ま
し
た

こ
と
、
出
展
者
の
皆
様
方
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。
本
日
は
、
改
め
て

３
日
間
の
展
示
会
の
内
容
に

つ
い
て
ご
報
告
し
て
か
ら
、

今
後
に
向
け
て
皆
様
の
貴
重

な
ご
意
見
を
お
伺
い
し
た
い

と
、
こ
の
報
告
会
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と

挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
展
示
会
を
主
催

す
る
ニ
ュ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
社
の
樋
口
八
郎
社
長
が
挨

拶
に
立
ち
「
（
２
０
２
０
年

に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
）

第
１
回
目
を
止
む
無
く
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
仕
切

り
直
し
の
今
回
展
で
し
た
。

２
０
２
社
・
団
体
、
１
０
９

６
小
間
と
い
う
大
変
多
く
の

出
展
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
行
委
員
の
方
、
並
び
に
ご

出
展
い
た
だ
い
た
メ
ー
カ
ー

さ
ん
、
商
社
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
２
年
経
ち
、
環
境
面
に

お
い
て
も
自
動
化
の
大
き
な

う
ね
り
が
広
ま
っ
て
行
き
、

数
多
く
の
ご
出
展
に
至
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
感
謝
。
次
回

展
に
向
け
て
「
さ
ら
に
グ
レ

ー
ド
を
上
げ
た
、
地
域
に
密

着
し
た
、
自
動
化
・
シ
ス
テ

ム
化
・
ロ
ボ
ッ
ト
化
を
目
指

し
た
展
示
会
を
開
催
し
て
行

き
た
い
」
と
意
欲
を
示
し
、

引
き
続
き
支
援
協
力
を
お
願

い
し
た
。

報
告
会
で
は
、
森
田
乾
嗣

実
行
委
員
長
（
組
合
副
理
事

長
、
モ
リ
タ
社
長
）
が
「
組

合
と
し
て
も
５０
社
、
２
０
０

小
間
の
出
展
を
目
標
に
掲
げ

て
ス
タ
ー
ト
し
、
最
終
的
に

組
合
関
係
の
出
展
者
は
５５

社
、
２
６
４
小
間
と
第
１
回

目
か
ら
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
偏
に
出

展
を
お
決
め
い
た
だ
い
た
メ

ー
カ
ー
さ
ん
、
商
社
さ
ん
の

お
蔭
と
大
変
感
謝
し
て
い
ま

す
。
実
行
委
員
会
の
皆
様
に

も
、
多
く
の
お
客
様
を
勧
誘

し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
３
日

間
の
開
催
期
間
中
は
裏
方
に

回
り
色
々
と
や
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
お
蔭
で
無
事
に
終

了
で
き
た
こ
と
、
目
標
を
大

き
く
上
回
る
来
場
者
が
あ
っ

た
こ
と
に
対
し
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
」
と
挨
拶
。

平
野
清
嗣
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局

長
（
ニ
ュ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
社
事
業
部
長
）
が
展
示
会

の
結
果
報
告
を
行
っ
た
。

来
場
者
・
出
展
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、

展
示
会
の
満
足
度
は
、
来
場

者
が
「
非
常
に
満
足
」
と

「
満
足
」を
合
わ
せ
て
８０
％
、

出
展
者
が
同
８７
・
４
％
と
共

に
高
く
、
好
評
だ
っ
た
。
来

場
目
的
と
し
て
最
も
多
か
っ

た
の
が
「
新
製
品
情
報
、
資

料
の
収
集
」
で
３４
・
６
％
。

来
場
者
地
域
は
愛
知
県
内
が

６１
・
７
％
、
東
海
圏
で
７８
・

３
％
。
北
海
道
や
九
州
・
沖

縄
か
ら
も
来
場
が
あ
り
「
空

港
直
結
な
ら
で
は
と
感
じ
て

い
る
。
ま
た
、滞
在
時
間
も

長
か
っ
た
。
国
際
ロ
ボ
ッ
ト

展
に
行
か
れ
た
方
は
少
な

く
、
違
っ
た
層
に
訴
求
が
で

き
た
。
中
部
な
ら
で
は
の
展

示
会
と
な
っ
た
こ
と
が
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
か
ら
見
え
て
来

た
」と
平
野
氏
は
分
析
し
た
。

ま
た
、次
回
展
に
も
「
出
展

し
た
い
」
と
答
え
た
出
展
者

は
９６
・
１
％
に
上
っ
た
。

次
回
の
「
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２

４
」
は
２
０
２
４
年
７
月
４

〜
６
日
の
３
日
間
、
ア
イ
チ

・
ス
カ
イ
・
エ
キ
ス
ポ
に
て

開
催
予
定
。
今
後
は
２
年
に

一
度
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て

い
く
と
し
た
。

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
参

加
し
た
出
展
者
か
ら
は
、
駐

車
場
入
出
庫
時
の
混
雑
▽
食

事
場
所
の
不
足
、
フ
ー
ド
コ

ー
ト
の
混
雑
▽
展
示
会
規
模

の
拡
大
―
な
ど
に
関
す
る
意

見
・
要
望
が
出
さ
れ
た
。

最
後
に
、
高
田
研
至
副
実

行
委
員
長
（
組
合
副
理
事

長
、
井
高
社
長
）
が
「
皆
様

の
ご
意
見
を
参
考
に
、
満
足

度
を
さ
ら
に
上
げ
ら
れ
る
よ

う
我
々
も
頑
張
っ
て
行
き
た

い
。
ま
た
、
私
は
来
年
の
メ

カ
ト
ロ
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
２

０
２
３
の
実
行
委
員
長
を
拝

命
し
て
お
り
、
（
会
場
の
ポ

ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
は
）
新

１
号
館
が
完
成
し
３
万
３
０

０
０
㎡
か
ら
４
万
㎡
に
広
く

な
っ
た
の
で
、
こ
ち
ら
へ
も

ご
出
展
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
本
日
は
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

御
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
報
告

会
を
終
了
し
た
。

初
開
催
の
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン

好
評
博
す
次
回
は
２
年
後

愛
機
工
報
告
会
で
改
善
点
な
ど
意
見
交
換

報告会の様子

（６）令和４年９月１８日（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）第２８２７号
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